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1. 概要
1. 1. 技術的要件の概要

1. 2. 仕様に関する留意事項
1. 3. 提案に関する留意事項

1. 4. 災害時等の対策

1. 5. 納入先

1. 6. 納入期限

2. 調達物品および構成内訳

    磁気共鳴画像撮影装置（MRI3.0T）システム　　          1式

（構成内訳）

磁気共鳴画像診断装置




　1式


　 1. マグネット・ガントリーシステム
        　2. 撮像用テーブル

        　3. RFシステム及びRFコイル
4. 制御システム

　 5. 撮像・処理機能
          6. 周辺機器及び付属品
             ・ハンディー型金属探知機                     1式
             ・患者モニタリング用モニター  　   　        1式

　・コイル棚 　                                1式

　・MRI対応パルスオキシメーター  　           1式
　・MRI対応ヘッドフォン　　　　　　　　　　　 1式

　・fMRI用聴覚刺激装置　　　　　　            1式
　・fMRI用刺激制御ソフトウェア　              1式

　・fMRI用刺激制御コンピュータ　   　         1式

　・fMRIデータ解析用ソフト（Matlab）          1式

　・fMRIデータ解析コンピュータ　              1式

　・fMRI用タクタイル感覚刺激用装置            1式

　・fMRI用レスポンスパッド             　
  1式

　・fMRI用トリガーシステム             　     1式

　・fMRI対応LCDモニター　                 　1式

　・fMRI用視力補正レンズ　                    1式

　・水冷バタフライコイル       　　　　　      1式
　・造影剤自動注入器　　　　　　　　　　　　　 1式

　・MR装置用画像処理ワークステーション装置    1式
  ・画像管理画像処理用PC                      1式

7. 電波磁気シールドルーム　　　　　　　　　　　　1式

以上、搬入、据付、機器調整、保守・障害支援体制等を含む（詳細については、「性能、機能以外の要件」に示す）。
1. 概要
1. 1. 技術的要件の概要

1. 1. 1. 本調達物品に関わる性能・機能および技術等の要求要件（以下「調達物品の備えるべき技術的要件」という）は別紙に示すとおりである。

1. 1. 2. 必須の要求要件は当センターの必要とする最低条件の要求要件を示しており、入札機器の性能等がこれを満たしていないとの判定がなされた場合には、不合格となり、落札決定の対象から除外する。

1. 1. 3. 入札機器の性能等が技術的要件を満たしているか否かの判定は、当センター内の「磁気共鳴画像撮影装置システム技術審査委員会」において、入札機器に係る技術仕様書を含む入札説明書で求める提出資料の内容を審査して行う。
1. 2. 仕様に関する留意事項
1. 2. 1. 入札機器のうち、医療機器に関しては、入札時点において薬事法に定められている製造の承認を得ている物品であること。ただし、入札時に薬事法の認可が得られていない場合、医療機器に認定された時点で、医療機器として使用できるように手続きを行うこと。
1. 2. 2. 入札機器のうち、医療機器以外に関しては、入札時点で製品化されていることを原則とする。ただし、入札時に製品化されていない物品で応札する場合は、技術的要件を満たすことが可能な旨の説明書、開発計画書、納期に間に合うことの根拠を十分に説明できる資料および確約書等を提出すること。

1. 3. 提案に関する留意事項
1. 3. 1. 提案に際しては、提案システムが本仕様書の要求要件をどのように満たすか、あるいはどのように実現するかを要求要件ごとに具体的に、かつわかり易く、記載すること。従って、本仕様書の技術的要件に対して、単に「可能」、「有する」といった回答の提案書であるため、評価が困難であると判断した場合は、技術的要件を満たしていない資料とみなし不合格とするので十分留意して作成すること。
1. 3. 2. 提出資料等に関する照会先を明記すること。
1. 3. 3. 提案書提出時に既に存在するハードウェアおよびソフトウェアについて、納入稼働実績がある場合は提出すること。

1. 3. 4. 提出された内容等について、ヒアリングを行う場合がある。

1. 3. 5. 現在開発中で導入後1年以内に販売される予定がある製品、特に装置のランニングコスト、運用効率、解析性能等に大きな影響を与える製品に関しては、情報不足が原因で当センターが導入後長期にわたり不利益を被る可能性もあるので、可能な範囲で情報を開示すること。
1. 3. 6. 現在、開発が終了しているが、認可の問題で導入が契約時期より遅れる可能性のある製品に関しては、導入までのスケジュールと導入が遅れることで生じる当センターの不利益に対する補償について明示すること。
1. 4. 災害時等の対策
1. 4. 1. 機器の転倒・移動を防止するため、床置の各装置は可動式であるものを除き、アンカー、固定金具等により床に固定すること。
1. 4. 2. 機器、機材の落下を防止するため、高所に設置してあるものは固定し、移動するものは機械的ストッパー等による方策を講じること。
1. 4. 3. 突然の停電、電圧低下（以下「停電時」という。）に対する対処方法に関しては、取扱説明書に明記すること。
1. 4. 4. 装置の納入者は、緊急対応処置のできる体制組織（通報連絡網の確立）を有し、その連絡方法等について明確に提示すること。
1. 5. 納入先

住所　熊本県水俣市天神町１丁目２番１号

　　　　国保水俣市立総合医療センター内

1. 6. 納入期限

　　平成25年2月28日

【別紙】
調達物品の備えるべき技術的要件
I 包括的業務要件

　本装置は以下の業務を行う目的で導入する。支障なく業務を行うために必要な機器構成及び各要求要件の実現方法について、具体的な提案を行うこと。
1. 本装置を利用して遂行すべき業務内容

（1） MRI画像診断装置で取得された画像を水俣市立総合医療センター内のメグセンターに転送して脳磁計のデータと重ね合わせることによって、脳内における神経活動の三次元的位置関係を解析する。
（2） 成人及び小児（正常および様々な神経症状を呈する者）を対象として、聴覚、視覚、触覚刺激を含む各種の刺激によって誘発される脳機能画像を取得することで、水俣病患者の脳機能の客観的な評価法を確立し、経時的な脳機能の把握によるリハビリテーション等の改善を目的とした臨床的業務を行う。
（3） ファンクショナルMRI、Fiber trackなどの最新のシステムで脳機能を詳細に検討することで、水俣病の病態を明らかにする。
2.　実現すべき被験者環境

2－1. MRIの測定において、被験者の安全と快適さを確保する。これには、酸素濃度を含むシールドルーム内空気環境や、温度、湿度、明るさといった物理的環境に加え、患者の心理面にも配慮した機器の視覚的あるいは接触的な要件も含まれる。

2－2. 磁気シールドルーム内の被験者を監視・記録するためのテレビカメラシステムを用意する。
2－3. 磁気シールドルーム内の被験者や検査助手と、磁気シールドルーム外の検査担当者が、会話するためのインターフォンを用意する。
II. 性能・機能に関する要件
1. マグネット・ガントリーシステムに関しては、以下の要件を満たすこと。
1－1　　 マグネットに関しては、以下の要件を満たすこと。

1－1－1　　超電導方式で静磁場強度が3T以上であること。
　　　 中心周波数が125MHz以上である場合には加点評価する。

1－1－2　　撮影領域を高画質で撮像できるよう、磁場の均一性は40㎝球状領域で1.2ppm以下であること。
　　　　　 磁場の均一性が40㎝球状領域で0.25ppm以下である場合には加点評価する。

　　　　　 撮影領域を高精度に補正できるよう、18ch以上の超伝導シムコイルを有している場合には加点評価する。
1－1－3　　患者毎に自動で作動する磁場均一度向上機能（シミング機能）を有すること。
　　　　　 2次以上のHigh order shimingを有する場合は加点評価する。
1－1－4　　ヘリウムの消費量は0.03リットル/h以下であること。
　　　　　 液体ヘリウムの圧力、レベルを24時間モニタし、異常値はサービスセンターに自動で連絡が行く機能を有する場合には加点評価する。

1－1－5　　本体ガントリの操作パネルは、ガントリ前面の左右両方に設置されていること。
1－1－6　　ガントリに患者の生体情報を心電・呼吸波形として表示できるモニターを有すること。

1－1－7　　ガントリー内には双方向のインターコム、換気システムが装備されていること。

1－1－8　　患者ヘルプスイッチを有していること。

1－1－9　　ボア内の照明を有すること。
1－1－10　 スキャンルーム内の患者を監視できるようにモニターを有し、操作室で確認できること。

1－1－11   スキャンルーム内の酸素濃度をモニターできるように酸素濃度計を有すること。

1－1－12   検査環境整備のため、ガントリ内を照らす照明とガントリ内への送風機能を有すること。

　　　　　 照明と送風をコンソール側からコントロール出来る場合は加点評価する。

1－1－13　 マグネットガントリ長（カバー、グラジエントコイルなどを含む）は220cm以下であること。

1－1－14   漏洩磁場は5ガウスラインが2.8m×5.0m以下であること。

1－1－15   システム本体電源容量(KVA)は130KVA以下であること。
1－1－16   ガントリーボア内径は70cm以下であること。
　　       高い静磁場の均一性を確保するため、ガントリーボア内径が60cm以下である場合には加点評価する。

1－1－17　 マグネット重量は、9.8t以下であること。 

1－1－18   静磁場の均一性による最大の撮像視野（FOV）が最大450mm以上であること。

　　       広範囲撮像にも適応できるように、Z軸方向の撮像視野（FOV）が最大480mm以上である場合には加点評価する。 

1－2　　 傾斜磁場システムに関しては、以下の要件を満たすこと。
1－2－1　　渦電流の抑制を目的とした2重構造のシールド型傾斜磁場コイルであること。
1－2－2　　傾斜磁場の最大傾斜磁場強度は1軸あたり3軸それぞれが45mT/m以上であること。
　　       傾斜磁場の最大傾斜磁場強度が1軸あたり3軸それぞれが50mT/m以上である場合には加点評価する。
1－2－3　　傾斜磁場のスリューレートは1軸あたり3軸それぞれが200mT/m/msec以上であること。
1－2－4    スキャン時における撮影音低減のため、ハードウェア、ソフトウェアに何らかの静音対策が施されていること。

2. 撮像用テーブルに関しては、以下の要件を満たすこと。
2－1   　　非磁性体で構成されており、緊急時には、直ちに被検者をガントリーから検査室外へ運び出せるよう、本体からペダルひと踏みで着脱可能なモービル型テーブルであること。

　　       着脱式患者撮像用テーブルが、患者落下防止および注射用の折りたたみ式サイドテーブルを寝台両側に有し、点滴支持棒が寝台両側に取り付け可能である場合には加点評価する。

       着脱式患者撮像用テーブルの重量が150kg以下の場合には加点評価する。
2－2       水平移動の精度は±0.5mm以下であること。

2－3       最大耐荷重は、200kg以上であること。

2－4       3.0T MRI室用の非磁性体ストレッチャーを1台有すること。
3. RFシステム及びRFコイルに関しては、以下の要件を満たすこと。
3－1　　 RFシステムに関しては、以下の要件を満たすこと。
3－1－1　  RFの最大RF出力は、単体で30kW以上であること。
3－1－2　　RF調整は自動チューニングが可能であること。
3－1－3　　RF調整は、送信・受信ゲインなどの調整や中心周波数などの数値を手動でのマニュアル入力で調整可能な機能も有すること。
3－1－4　　同時に信号受信可能なRFレシーバーは32個以上であること。
　     同時に信号受信可能なRFレシーバーは45個以上である場合には加点評価する。

3－1－5    RF送信技術として、2Point以上からのRF送信が可能であること。
　　       RF送信技術として、RFをより均一に照射するために、4Point以上からのRF送信が可能である場合には加点評価する。
3－1－6　　高いS/N比を保つため、RF受信後の信号伝送に際しガントリー内にてデジタル－アナログ変換を行い、光ファイバーにより機械室へ伝送する機構を有すること。
3－2　　 RFコイルに関しては、以下の要件を満たすこと。
3－2－1　　ヘッドコイルはQDもしくはCP方式の送受信型であること。 

3－2－2　　ヘッドコイルは感度均一性に優れた16素子以上の送受信型のバードケージコイルであること。16素子以上の送受信型のバードケージコイルを有していない場合、もしくは有していてもその内径が28cm未満の場合には、3-2-5とは別に頭部専用の32素子以上のフェイズドアレイコイルをもう一式有すること。
　　       16素子以上のバードケージコイルが、内径が28ｃｍ以上である場合には加点評価する。
3－2－3　　内蔵ボディコイルはQDもしくはCP方式の送受信型であること。
3－2－4　　内蔵ボディコイルで190cm以上の全身撮像が可能であること。
3－2－5　　頭部専用の32素子以上のフェイズドアレイコイルを有すること。
3－2－6　　3-2-5とは別に頭部・頭頚部・脊椎用の29素子以上のフェイズドアレイコイルを有すること。
3－2－7　　フレックスコイルを有すること。
3－2－8    腹部用の8素子以上のフェイズドアレイコイルを有すること。

3－2－9    乳房用の8素子以上のフェイズドアレイコイルを有すること。

4. 制御システムに関しては、以下の要件を満たすこと。
4－1   　　オペレーションシステム（OS）はLinux方式もしくはWindows方式であること。

4－2　　   主記憶容量は4GB以上であること。

　　       主記憶容量が8GB以上である場合には加点評価する。
4－3　　   アレイプロセッサーの容量は32GB以上であること。

　　       アレイプロセッサーの容量が48GB以上の場合は加点評価する。

4－4　　   画像再構成枚数は、256×256マトリクス（FullFOV、100%FOV）で12,000枚／秒以上であること。

　　       画像再構成枚数は、256×256マトリクス（FullFOV、100%FOV）で13,000枚／秒以上である場合には加点評価する。
4－5　　   磁気ディスクは200GB以上の容量を有し、256×256マトリクスで400,000画像以上保管する機能を有すること。

4－6　　   CDおよびDVDにて画像保存可能であること。

4－7　　   画像データは、外部画像表示装置や画像処理装置へ、DICOM 規格で転送できること。MWM、MPPSへの対応可能なこと。

4－8　　   モニターは、19インチ以上のカラーLCDモニターであること。

　　       オートビュー機能により、撮像した画像が画面を切り替えても常に撮像中のモニターに表示される機能を有する場合には加点評価する。
4－9　　   英語/日本語対応であること。

4－10      SARの監視が可能なようにSARモニターを有し、SARの監視がリアルタイムに可能であること。

　　       撮像中にSARの基準値が超えた場合は自動で撮像が停止する機能を有する場合には加点評価する。
5. 　撮像･処理機能に関しては、以下の要件を満たすこと。
5－1　　 基本的撮像、及び処理機能に関しては、以下の要件を満たすこと。
5－1－1　　最大撮影視野は、45cm以上であること。

5－1－2　　最小撮影視野は、1cm以下であること。
5－1－3　　最短TEは128×128マトリクスで0.3msec以下であること。
5－1－4　　最短TRは128×128マトリクスで1.0msec以下であること。

5－1－5　　心電同期、脈波同期、呼吸同期機能を有していること。
　　       同期システムがワイヤレス方式の場合は加点評価する。

5－1－6    拡散強調撮影（ディフュージョン）および脳灌流撮影（パーフュージョン）、脳機能撮影（ファンクショナルMRI）の検査および解析が可能であること。

　　       脳パーフュージョン解析は、AIF法を用いた解析でROIを複数設定し、信号変化曲線を１つのグラフで描出できる場合は加点評価する。
5－1－7　　撮像条件を画像からコピー可能であること。
5－1－8　　撮像画像をjpgやAviファイルに容易に変換し、CD及びDVDに保存可能であること。
5－1－9　　RFスポイル方式のT1強調型の高速グラディエントエコー法を有すること。
5－1－10   ステディステート型の高速グラディエントエコー法を有すること。

　　       ステディステート型の高速グラディエントエコー法において、定常状態前の遷移状態での信号も取得し、κスペースを扇状にセグメントしてデータ取得可能な方法を併用可能である場合には加点評価する。
5－1－11　  3Dの高速グラディエントエコー法において、脂肪にのみ選択的にインバージョンパルスを印加する脂肪抑制法が可能であること。

5－1－12　  造影ダイナミック検査において撮像インターバルを任意に設定でき、各撮像毎にオートボイスのOn/Off設定の併用ができること。 

5－1－13   3DでのDual Echo法を有していること。また最初のOut of PhaseでのTE（1.1msec前後）が取得できること。

5－1－14   MRA撮像法として、2D/3D TOF法、及び2D/3D PC法を有すること。
5－1－15   3DTOFはスライス方向のゼロ補間機能が可能であること。
　　       3DTOFはスライス方向のゼロ補間機能はスライス枚数を4倍にできる場合には、加点評価する。
5－1－16   造影3DMRアンギオグラフィーの撮像が可能であること。
　　       造影3DMRアンギオグラフィーの撮像は、関心領域への造影剤到達を自動検知し、自動的にスキャンが開始する機能を有する場合には加点評価する。
5－1－17   κスペースを分割し、エリプティカルセントリックビューオーダー法を用いて時間分解能を向上させた造影4Dイメージング撮像ができること。
5－1－18   脳脊髄液の信号を抑制したFSE系のT1強調画像が撮像可能であること。
5－1－19   高速スピンエコー（FSE）、及びシングルショットタイプの高速スピンエコー法が可能なこと。
5－1－20   高速スピンエコーをベースとしたκスペースを複数のラインを埋めてラジアル状に収集する方法にて、回転・並進運動に対する動き補正が可能であること。
　　       高速スピンエコーをベースとしたκスペースをラジアル状に収集する方法にて、拡散強調画像が撮像可能である場合には加点評価する。
5－1－21   ファーストリカバリー高速スピンエコー法が可能であり、脂肪抑制法の併用も可能であること。
5－1－22   3D MRCP法が呼吸同期併用にて可能であること、かつ3D ファーストリカバリー法を併用しての撮像が可能であること。
5－1－23   3Dファーストスピンエコー法にて心電同期を使用して、拡張期と収縮期の差分により動脈と静脈を分離し下肢動脈の撮像が可能であること。

5－1－24   パラレルイメージングでは、別途行われるキャリブレーションのデータを元に折り返し画像を展開する手法と、キャリブレーションを必要とせずにκスペース上で間引いたデータを計算・充填するκスペースドリブン型の2手法を有すること。
5－1－25   撮像断面をリアルタイムに設定できる機能を有していること。
5－1－26   脂肪抑制画像の向上のために、Dixon法を応用し、水画像・脂肪画像を分離する機能を有すること。
　　       脂肪抑制画像の向上のために、3point-Dixon法を応用し、局所的な磁場不均一の影響を各ピクセル単位で補正するフィールドマップ技術を用いた、水画像・脂肪画像、In-Phase/Out of Phase画像の撮像がFSE法、FRFSE法およびGRE法で可能である場合には加点評価する。
　　      造影後のT1強調画像においても脂肪抑制画像の向上のために、2point-Dixon法を応用し、局所的な磁場不均一の影響を各ピクセル単位で補正するフィールドマップ技術を用いた、水画像・脂肪画像、In-Phase/Out of Phase画像の撮像がSPGR法によるDynamic撮像で可能である場合には加点評価する。

5－1－27   Modulated Flip Angle法を用いた3D FSE法が可能であること。
5－1－28   3Dステディステート型の高速グラディエントエコー法にてノンセレクティブIRパルスを併用した体幹部非造影MRAが可能であること。
5－1－29   磁化率強調画像の撮像が可能であること。
5－1－30   頭部の非造影Perfusion撮像が3D法で可能であること。

　　       頭部の非造影Perfusion撮像が3DのFSE法で可能であり、より精度の高いCBF値を得るために、血流への標識方式として1発のみのパルスを照射する方式（Pulsed ASL方式）ではなく、断続的にパルスを照射する方式（Pulsed Continuous ASL方式）での撮像が可能である場合には加点評価する。
5－1－31   頭部領域において、装置が患者の頭部の形状を把握し自動で位置決めを行う機能を有すること。
5－1－32   両側乳房同時Dynamic撮像・解析ができる機能を有すること。

5－1－33   心筋パーフュージョン撮像・解析ができる機能を有すること。

5－1－34   心筋遅延造影撮像・解析ができる機能を有すること。

5－1－35   非造影冠動脈撮像は、ナビゲーターを併用したマルチスラブ撮像・解析ができる機能を有すること。

5－2　　 画像処理機能に関しては、以下の要件を満たしていること。

5－2－1　　MIP及びMPR処理が撮像と並行して操作コンソール上でできること。 
5－2－2    リフォメーション処理は任意方向の再構成マルチスライスの領域設定、スライス厚、スライス間隔が可変可能であること、かつカーブドリフォメーション可能であり本体コンソール上で可能なこと。
5－2－3    3Dのサーフェイス、もしくはボリュームレンダリングが本体コンソール上で作成可能なこと。
5－2－4    パーフュージョンイメージングの画像を基にrCBV、rCBF及びMTT画像およびグラフ作成が本体コンソールで行えること。
5－2－5    ADCおよびeADCマッピングのカラー処理が本体コンソールで行えること。
5－2－6    EPIを用いた150軸以上のディフュージョンテンソルイメージングが可能であり、歪み補正を加えたDiffusion Tensor Imagingの処理が本体コンソール上で行えること。
5－2－7    FAマップ、カラーオリエンテーションが本体コンソール上でカラーで作成可能であること。
5－2－8    頭部の自動プランニング機能を有すること。

5－3　　 超高速撮像（EPI）法に関しては、以下の要件を満たすこと。
5－3－1　　SE、GREタイプのエコープラナーイメージング（EPI）を有していること。
5－3－2　　シングルショット・マルチショットEPIが可能なこと。
　     多軸ディフュージョン撮像で、200軸以上の撮像が可能である場合には加

点評価する。
5－3－3　　水選択励起法による脂肪抑制が可能であること。
5－3－4　　シングルショットのDiffusionEPIが可能であり、b値は最大10,000以上であること。
5－3－5　　EPIを用いたパーフュージョンイメージングが可能なこと。
5－3－6　　ファンクショナルイメージが可能であり、50,000枚以上の撮像が可能であること。
5－3－7　　ファンクショナルイメージは撮像しながらリアルタイムに賦活部位を確認できること。
5－3－8　　ファンクショナルイメージで得られた脳機能画像と脳全体の3D T1強調画像とを、本体コンソール上で合成できる機能を有すること。
　　       ファンクショナルイメージングにおいて、脳全体のT1強調画像+脳機能画像+ファイバートラッキングの合成3D画像が本体コンソール上で作成機能である場合には加点評価する。
5－4　　MRSに関しては、以下の要件を満たすこと。
5－4－1　　プロトンMRSが可能なこと。
5－4－2    PRESS、STEAM法によるデータ収集が可能なこと。
5－4－3    シングルボクセル、及び2D、3DのMRSが可能なこと。
5－4－4    ケミカルシフトイメージング（CSI）のカラーマッピングが本体コンソールで可能であること。
6. 周辺機器及び付属品に関しては、以下の要件を満たすこと。
6－1　　 周辺機器、付属品に関しては、以下の要件を満たすこと。
6－1－1    ハンディ型金属探知機を有すること。
6－1－2    患者モニタリング用モニターを有すること。
6－1－3    コイル棚を有すること
6－1－4    MR対応のパルスオキシメーターを一式有すること。

6－1－5    Resonance Tchnology社製 MR対応ヘッドホンを用意すること
6－1－6   トリガー、刺激ソフトウェアと同期した聴覚刺激の提示が可能であるfMRI用聴覚刺激装置を有すること。
6－1－7    刺激制御ソフトウェア Neurobehavioral Systems社製Presentation（5年間のUSBライセンス込み）を有すること。
6－1－8    刺激制御コンピュータを有すること。
6－1－9    データ解析ソフトMatlabを有すること。
6－1－10   データ解析用コンピュータを有すること。
6－1－11   既存の脳磁計装置で使用しているものと同等の感覚刺激装置を有すること。
6－1－12   Current Design社製レスポンスパッドPKG-904　4 button Diamondを有すること。
6－1－13   TR毎の信号と同期可能なトリガーシステムを有すること。
6－1－14   fMRI対応LCDモニター NNL LCDWHCMを有すること。
6－1－15   視力補正レンズ MG26RFを有すること。

6－1－16   120度アングル水冷バタフライコイル Coil Cool-DB80を有すること。

6－1－17   接続及びセットアップを行うこと。
6－1－18   3.0T MRI専用のデュアルシリンジタイプの造影剤自動注入器を有すること。
6－2　　MR装置用画像処理ワークステーション装置に関しては、以下の要件を満たすこと。

6－2－1    メモリ容量は12GB以上を有すること。
6－2－2    物理容量が900ＧＢ以上を有する磁気ディスク装置を備えていること。
6－2－3    磁気ディスクには512マトリクス×512マトリクス画像データで100万スライス以上の保存が可能であること。
6－2－4    対角19インチ以上のカラー液晶モニターを2面有し、1280ドット×1024ドット以上の解像度で表示可能であること。
6－2－5    1000 Base-TX (IEEE802.3u) イーサネットインターフェイスを2個有し、ネットワークに接続すること。また、通信プロトコールとしてTCP/IPおよび DICOM/IP を実装すること。
6－2－6    画像表示レイアウトはプロトコールごとにフリーレイアウトの設定が可能であること。
6－2－7    複数患者の個別データを並行して解析処理することが可能であること。
6－2－8    緊急検査時などの優先処理が発生した場合、その時点での作業状態を保存できる機能（画像ワークスペース保存）、呼び戻し後、再処理可能な機能を有すること。
6－2－9    DICOM画像保存媒体として、CD、DVDを有すること。
6－2－10   3次元画像処理機能は、ボリュームレンダリング処理、MPR、CPR、最大値投影法、最小値投影法を有すること。
6－2－11   DiffusionにおけるADC、FAの解析及びトラクトの描出が可能であり、カラー表示ができる機能を有すること。
6－2－12   ファイバートラック画像解析において、3カ所以上のROIを通過させた形式での3次元画像の作成ができる機能を有すること。
6－2－13   造影剤を用いた灌流画像と造影剤を用いないASL法による灌流画像のカラー解析ができる機能を有すること。
6－2－14   造影剤を用いないASL法による潅流画像のカラー解析画像を、他の3D画像から作成されるリフォーマット画像に重ね合わせ表示できる機能を有すること。
6－2－15   躯幹部領域における造影Dynamic撮像の画像を用いた、各種カラーマップ処理を行う機能を有すること。
6－2－16   ボリュームレンダリング画像の不透明度（opacity）カーブがリアルタイムに変更できること。
6－2－17   DICOM画像をJpegやMpegなどの汎用画像フォーマットに変換する機能を有すること。
6－2－18   フリーフォーマット機能を有するFilmingが可能であること。
6－3　 画像管理画像処理用PCのハードウエアーに関しては、以下の要件を満たすこと。
6－3－1    PCの演算処理部は４Core以上のものであること。
6－3－2    主記憶容量は４GB以上を実装すること。
6－3－3    実効容量１Tbytes以上の磁気ディスクを内蔵すること。
6－3－4    対角15インチ以上21インチ以下のサイズで、解像度 1024 X 900 ドット以上で、かつ、256 色以上同時発色可能な 液晶ディスプレィを有すること。
6－3－5    1000 Base-TX (IEEE802.3u) イーサネットインターフェイスを2個有し、ネットワークに接続すること。また、通信プロトコールとしてTCP/IPおよび DICOM/IP を実装すること。
6－3－6    データ読み書き用のBlueRayディスクドライブを備えること。
6－4    画像データの転送及び処理機能に関しては、以下の要件を満たすこと。
6－4－1    DICOM Ver3.0に規定されるStorage Service ClassのSCPとしての機能を有し、サーバから画像を取得する機能を有すること。
6－4－2    DICOMフォーマットのファイル作成機能を備え、DICOM転送された画像のデータをニルス、磁気刺激装置用ナビゲーションシステムにファイル転送できること。
6－4－3    脳磁計システムとの接続が可能であること。
6－4－4    ソフトウエアー（FieldTrip、MNESuit）が問題なく使えるようカスタマイズすること。

6－4－5　　既存RISシステムとDICOM MWMで接続可能であり、検査に必要な情報を取得できること。

6－4－6　　既存PACSシステムとDICOM storage、DICOM Q/Rで接続可能であり、画像送信・受信ができること。

6－4－7　　AZE社NW型3D-WSシステムとDICOM storage、DICOM Q/Rで接続可能であり、画像送信・受信ができること。

6－4－8　　院内タイムサーバと時刻の同期をとることができ、画像データや操作に関する監査ログに正確な時刻を反映可能なこと。

7. 電波磁気シールドルーム1式に関しては、以下の要件を満たすこと。
7－1　　　 自立型電波･磁気シールドパネル工事（天井、壁、床）を実施し、内装の仕上げ（下地共）を行うこと。
7－2       シールドパネル用天井吊下地工事（吊防振ゴム　吊ボルト共）を実施すること。（インサートは建築本工事側）
7－3       シールド扉、シールド窓を有すること。（継三方枠及び継四方枠は建築本工事側）
7－4       ペネトレーション･電源ラインフィルターパネルを有すること。
7－5　　　 電源ラインフィルターを有すること。（一次側フィルター端子台以降は、電気本工事側）
7－6　　　 撮影室内に照明、非常灯、コンセント、非常放送用スピーカー、自動火災報知設備を設置すること。
7－7       MRI撮影室内のMRI機器用空配管（酸素センサー、緊急停止スイッチ、緊急ランダウンユニット、患者監視カメラ）及び点滴レールを有すること。
7－8   　　空調口シールドボックス（シールド貫通部材）を設置すること。（ダクト工事、ビニルキャンバス継手、保温工事は設備工事側）
7－9       撮影室内制気口に非磁性材のフェイスを有すること。

7－10      ヘリウム排気管、シールド貫通部材を有すること。（JIS5Kフランジ渡し以降は設備本工事側）

7－11      医療ガス貫通部のシールド処理を実施すること。（配管は設備本工事側）

7－12      電波シールド性能測定を実施すること。

7－13      MR撮影室内は、25～150MHzの周波数帯において、100dB以上の減衰性能を有すること。

7－14      漏洩磁場測定を実施すること。

7－15      絶縁抵抗測定を実施すること。

7－16      磁場キャンセラー(3.0T用)装置を有すること。（配線ピットは建築本工事側）
III. 性能・機能以外に関する要件

1. 設置条件等に関しては、以下の条件を満たすこと。

1－1　     調達物品は、水俣市立総合医療センターの病院長指定の場所（別紙配置図）により設置すること。

1－2　     本調達に伴う機器の搬入、据付、調整については、水俣市立総合医療センターの業務に支障を来さないよう水俣市立総合医療センターの職員の指示によること。
1－3       MRI 3.0Tシステムの稼動に必要なシールドルーム外の電気／照明／通信／接続／給排気配管／医療ガス配管等にかかわる工事は水俣市立総合医療センターにて用意すること。
1－4       稼動要員の動線が十分確保されていると国立水俣病総合研究センターが判断できること。
1－5       設置工事は納期・工事期間のスケジュールを国立水俣病総合研究センター職員および設置先の水俣市立総合医療センター職員と事前に打合せをし、そのスケジュールに従い完了すること。
1－6       本調達機器の設置に関し機器の搬入、据付、機器調整の作業は本調達に含まれる。
1－7       機器の配置、内装デザイン等については、水俣市立総合医療センター職員と打ち合わせを行い、確認を受けること。

2. 保守・障害支援体制等に関しては、以下の要件を満たすこと。
2－1       装置の運用を円滑に実現するための技術的サポートを行うこと。

2－2　     通常の使用で発生した故障の修理及び定期的保守点検を実施できる体制であること。
2－3       納入後1年間は、通常の使用により故障した場合の無償保証に応じること。
2－4       検収から1年間は無償にてソフトウェアのヴァージョンアップを随時行うこと。

2－5　　　 定期的に交換する必要がある部品で、サービス契約の無償交換範囲に含まれないものがあれば、部品リストを提出すること。
2－6       本システムにおいて障害が発生した場合は、夜間及び休日も含め電話連絡が確実に取れる体制であること。
2－7       納入期日より1年間は故障、保守の対応を無償で行い、保証期間中に故障した場合の復旧作業は24時間、夜間及び休日含め対応可能であること。
2－8       電話回線を使用したオンライン接続を布設し、オンラインを用いた保守管理・故障診断ができること。
　　　　　 操作指導員が装置に遠隔でアクセスし、画面と操作ポインタを共有しながらオンラインで対応することが可能である場合には加点評価する。

2－9       障害復旧するために、3時間以内に現場で対応できる体制であること。
3. 取扱説明書に関しては、以下の要件を満たすこと。
3－1       日本語及び英語版の操作マニュアル（ソフトウェアの解説書を含む）を各装置につき3部提供すること。

4. 教育訓練に関しては、以下の要件を満たすこと。
4－1       設置装置の取扱につき導入時必要な教育訓練を本センターが指定する日時、場所で本センター職員および水俣市立総合医療センター職員に対し行うこと。又、納入後1年間は随時対応すること。
4―2       教育、訓練に関しては計測装置、刺激パターン作成装置、解析プログラムのそれぞれに教育・訓練日数・場所・教育訓練方法を教育・訓練プログラム案として提出すること。

4―3       落札者は4―2で提出した範囲内で本センターの職員と協議し教育訓練プログラムを提出し、実施すること。

